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陸上自衛隊が， I ポ ス ト モ ダ ン な軍隊」 と し て こ れか ら の軍隊の役割を先取 り し ， ま た兵
士=戦士という等式が崩れつつあるという視点から，旧日本軍，米軍，そして一般社会
の男性一ーとくにサラリーマンーーとの対比でどのようなアイデンティティを形成し
ているかが論じられている。本論でも，インタビューに加え，自衛隊の自己イメージを
探るためにポスターや募集広告などの資料が分析の対象となっている。旧日本軍(皇軍)
はその歴史的な連続性にもかかわらず，否定的に理解されており，反対に米兵は望まし
い兵士として理想化されている。それゆえ，かれらと一緒に仕事をすることは誇りであ
り，同時にみずからの弱さや劣位を自覚することになる。サラリーマンは，男らしさの
対極に位置するが，自衛官もまた幹部になると事務仕事が増えサラリーマン化するO他
の論文との関係で言うと，サラリーマンという一般社会の典型的な男性が，自衛官男性
の自己意識(アイデンティティ)に重要な役割を果たしていることが興味深い。自衛隊は
孤立しているわけではないのである。また，米兵という，現代の日本が置かれている軍
事・政治状況が自衛官のアイデンティティに影響を与えているということも，トランス
ナショナルな性格のひとつの現れと考えることが可能である。
田中論文「軍隊と宗教一一米軍におけるチャプレン一一」は，兵士たちの宗教生活の
要となるチャプレン(従軍牧師)に着目して軍隊と一般社会との関係について考察してい
る。インタビューや観察から明らかになったことは，チャプレンが置かれている媒介的
立場である。チャプレンは，まず軍と宗教という 2つの組織に属する。また，みずから
が属する宗教や教派だけでなく，他の多くの宗教を信じる人々と接しなければならない。
兵士だけでなく，日常的に接する同僚のチャプレンたちも宗教が異なるO戦時には，教
派に関係なく部隊の兵士のめんどうを見なければならないのは一般にひとりのチャプレ
ンである。こうしたことは，一般社会では考えられないことである。さらに，士宮(将
校)と下士官あるいは兵卒という米軍における階級的な差異を乗りこえることが可能なの
もチャプレンである。かれらは士官であるが悩みを聞く相手を階級で分け隔てしてはい
けない。チャプレンという制度は，一般社会で実践されている宗教活動を軍内部におい
ても支障なく続行できるために導入された制度と言えるが，兵士すべての宗教実践に対
応することは不司能である。その結果，上述したような越境的性格を帯びることになる。
こうしたチャプレンの経験が一般社会での活動にどのような影響を与えるのかは不明で
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あるが，軍隊と一般社会との関係を考えるうえできわめて示唆に富む。
最後の上杉論文「トランスナショナルな雇用政策と労働移民の生活戦略香港返還
にともなう英国陸軍クールカ旅団の雇用政策の変更一一」は，これまでの 5論文と趣を変
え，一般社会との関係にとどまらず，よりトランスナショナルな文脈に位置する軍隊を
考察しようとするもので，田中の序論で指摘したように，文化人類学の新たな司能性を
示唆するものでもある。上杉論文では，トランスナショナルの文脈においてグルカ兵が
直面するさまざまな問題について興味深い考察を行っている。上杉は「国境を越えて多
様な紐帯や相互作用が形成・維持される過程ないし現象」とトランスナショナリズムを
定義したうえで，人やモノだけではなく国家もまたトランスナショナルな性格を強めて
いることを指摘し，トランスナショナルな現象を分析するには，人をめぐるミクロな視
点と国家の関与というマクロな視点が必要だと主張する。上杉が取りあげるのはグルカ
兵をめぐる雇用政策の変遷である。グルカ兵は，インド独立後一部が英国に雇用される
ことになり，正規軍の一部を構成している。かれらの雇用政策はまさに国家を無視して
論じることはできな L、。かれらは退役後英国での滞在が許されないこともあり，外国駐
留においてもネノぐール文化やネパール語の環境維持が計られてきた。そして，駐留の間，
一定期間同居が許されている子女の教育もネパールでの教育が主であった。しかし，香
港返還に伴う政策の変化や本国での海外労働移民の増加・英語教育の高まり，さらには
グルカ兵自身の希望もあり，ブルネイでは小学校が統廃合され，英国軍人の子女と同じ
環境で学習することになった。このように，ク、、ルカ兵はトランスナショナリズムを考察
するうえできわめて興味深い事例を提供している。
なお，各執筆者のスタイルを尊重し，本報告書では記述やスタイルについての統一は
最小限にとどめていることをことわっておきたい。
最後になったが，本特集に収められている論文はすべて平成 15年度京都大学教育研究
振興財団学術研究活動推進事業助成(共同研究)による「アジアの軍隊の歴史・人類学的
研究一一ジェンダ一規範，地域社会，表象を中心lこ一一J (田中雅一代表)というプロ
ジェクトの分担者と協力者による研究成果である。最後になったが同財団に感謝の意を
表したい。
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